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去
る
６
月
４
日
、京
都
テ
ル
サ
に
お
い
て
、

第
17
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
総
会
は
、
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
方
式
を
取
り
入
れ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
で
の

開
催
と
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
を
含
め

32
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
椹
木
理
事
の
司
会
で
始
ま
り
、

議
長
に
山
本
理
事
長
を
選
出
し
、
委
任
状

を
含
め
て
総
会
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を

宣
言
し
て
、
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
２
０
２
１
年
度
事
業
報
告

は
、
椎
名
常
務
理
事
か
ら
、
第
２
号
議
案

２
０
２
１
年
度
収
支
決
算
及
び
監
査
報
告

は
、
木
村
理
事
と
中
本
監
事
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
報
告
さ
れ
、
質
疑
応
答
後
採
決
に
移
り
、

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
３
号
議
案
２
０
２
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）、
第
４
号
議
案
２
０
２
２

年
度
収
支
予
算
（
案
）
を
、
そ
れ
ぞ
れ
椎
名
常
務
理
事
、
木
村
理
事
か
ら
提
案
さ
れ
、

質
疑
応
答
後
採
決
に
移
り
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
記
念
講
演
会
は
、
57
名
（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
参
加
者
23
名
）
が
参
加
し
、『
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
「
労
働
問
題
」
と
対
処
法
』
の
テ
ー
マ
で
伊
山
正
和
弁
護
士

（
京
都
総
合
法
律
事
務
所
）
に
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
講
演
の
要
旨
は
４
～
７

ペ
ー
ジ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

　

第
３
部
の
懇
親
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
３
年
振
り
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
33
名

の
参
加
が
あ
り
、名
刺
の
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
、交
流
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト

　
　
　

第
17
回 

総
会
報
告



2 0 2 2 年  夏号

2

２
０
２
２
年
度

事

業

計

画

１
．
２
０
２
２
年
度
の
事
業
環
境

　

①�

本
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
見

な
が
ら
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。
現

状
、
政
府
の
方
針
と
し
て
は
、
感
染
対

策
を
し
な
が
ら
、
経
済
を
回
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
連
休
の
人
出
も
、

３
年
ぶ
り
の
賑
わ
い
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。

　

②�

当
法
人
と
し
て
も
、
労
働
相
談
事
業
、

出
前
授
業
、
労
働
関
連
法
セ
ミ
ナ
ー
を

中
心
に
事
業
展
開
を
し
つ
つ
、
独
自
の

取
り
組
み
と
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

等
、
対
面
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
で
の
取
り
組
み
を
追
求
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

２
．
具
体
的
な
事
業
計
画

（
１
）
情
報
発
信
活
動

　

①�

会
報
誌
「
季
刊
・
あ
っ
た
か
情
報
」
の
発
行

　
　

�　

季
刊
「
あ
っ
た
か
情
報
」
の
発
行
は

当
法
人
活
動
の
内
容
を
広
く
広
報
す
る

と
同
時
に
会
員
・
支
援
者
と
状
況
を
共

有
す
る
重
要
な
活
動
で
す
。
内
容
の
充

実
を
図
る
た
め
、
理
事
だ
け
で
な
く
会

員
の
方
に
も
に
も
積
極
的
に
原
稿
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
理
事
会
に
お
い
て
掲
載
内
容
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
報
誌
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

�　

22
年
度
も
年
４
回
の
（
８
月
、10
月
、

１
月
、４
月
）
の
発
行
を
目
指
し
ま
す
。

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の
充
実

　
　

�　

毎
年
Ｈ
Ｐ
の
充
実
に
つ
い
て
は
課
題

に
挙
が
り
ま
す
が
、
財
政
と
人
材
の
問

題
か
ら
、
抜
本
的
な
改
革
は
当
面
難
し

い
状
況
で
す
。
本
年
度
も
最
新
情
報
の

Ｕ
Ｐ
は
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

③
そ
の
他
の
情
報
発
信
事
業

　
　

�　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活
ス
タ
イ
ル
や

経
済
活
動
の
形
態
が
大
き
く
変
容
す
る

中
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
社
会
状
況
に
合

わ
せ
当
法
人
の
目
的
に
沿
っ
た
取
り
組

み
を
検
討
し
ま
す
。

（
２
）
教
育
事
業

　

①
労
働
関
連
法
教
育
普
及
事
業

　
　

�　

本
事
業
は
主
に
公
益
社
団
法
人
京
都

勤
労
者
学
園
（
以
下
、ラ
ボ
ー
ル
学
園
）

と
の
委
託
契
約
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
本
年
も
、
高
校
生
、

大
学
生
、
専
門
学
校
生
、
そ
の
他
社
会

人
を
対
象
に
し
た
教
育
事
業
と
春
と
秋

に
社
会
人
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す
。
昨
年
と
同
様
に
そ
れ
ぞ

れ
担
当
者
を
設
け
て
運
営
を
進
め
ま
す
。

　
　

�　

特
に
出
前
授
業
で
は
定
期
的
な
「
講

師
陣
会
議
」
を
開
催
し
て
進
め
ま
す
。

　

①
事
業
の
目
的　

　
　

�　

政
府
は
「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
、

「
骨
太
の
方
針
２
０
２
１
」
で
、
労
働

時
間
削
減
等
を
行
っ
て
き
た
「
フ
ェ
ー

ズ�

Ⅰ
」�

に
続
き
、企
業
組
織
の
変
革
と
、

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
実
現
に
向
け

た
働
き
方
改
革
「
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
の
推

進
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
、
メ

ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か
ら
ジ
ョ
ブ
型
の
雇

用
形
態
へ
の
転
換
、
裁
量
労
働
制
度
の

検
討
、
兼
業
・
副
業
の
普
及
・
促
進
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
踏
ま
え
た
関
係
法
令
の
整
備
を
行

う
と
提
言
し
て
い
ま
す
。

　
　

�　

ま
た
、
社
会
保
障
制
度
改
革
に
お

い
て
は
、
団
塊
の
世
代
の
後
期
高
齢

者
入
り
を
見
据
え
た
基
盤
強
化
、
全

世
代
型
社
会
保
障
改
革
を
行
う
と
し
、

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
年
金
制
度
を
始

め
と
す
る
、
社
会
保
障
制
度
が
随
時
改

正
施
行
さ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安

定
な
時
代
に
こ
れ
ら
の
働
き
方
改
革
、

社
会
保
障
制
度
改
革
の
実
践
は
、
本
当

に
安
心
し
て
働
け
る
環
境
と
な
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
　

�　

今
後
、
様
々
な
人
生
の
岐
路
で
多
様

な
働
き
方
を
選
択
す
る
力
を
持
つ
た
め

に
、
労
働
に
関
す
る
知
識
と
社
会
保
障

の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
提
供
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
出
前
授
業
実

施
の
中
で
、
就
職
が
内
定
し
た
も
の
の

求
人
票
や
労
働
条
件
、
各
提
出
書
類
の

意
味
が
分
か
ら
な
い
生
徒
か
ら
の
労
働

に
関
す
る
相
談
に
教
員
が
対
応
で
き

な
い
な
ど
個
別
の
相
談
事
例
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
関
連

法
教
育
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
個
々
の
問

題
に
寄
り
添
い
、
具
体
的
な
労
働
や
社

会
保
険
に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
で
き

る
教
育
内
容
に
構
成
し
ま
す
。

　

①��

―
１　

若
者
を
対
象
に
し
た
労
働
関
連
法

教
育
活
動
―「
出
前
授
業
」（
学
校
等
に
て
）

　
１
）「
対
象
」
別
の
重
点
課
題

　
　

❶�

高
校
生
：
全
日
制
、
定
時
制
、
通
信
制

　
　
　

�

・�

就
職
希
望
者
進
路
指
導
で
は
「
労

働
条
件
通
知
書
」「
給
与
明
細
」
の

見
方
、
社
会
保
険
制
度
の
仕
組
み

　
　
　

�

・�

人
権
学
習
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
解
雇
や
社
会
保
険
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
紹
介

　
　
　

・�

個
別
の
求
人
、
労
働
条
件
な
ど
に

関
す
る
相
談

　
　

❷
大
学
生

�����������

・�

❶
の
他
「
就
職
活
動
を
始
め
る
前

に
知
っ
て
お
き
た
い
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
策
法
」

　
　
　

・�

少
子
化
の
下
で
年
金
制
度
な
ど
、

「
今
な
ぜ
全
世
代
型
社
会
保
障
制

度
改
革
な
の
か
」
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・�

女
性
を
取
り
巻
く
社
会
状
況
、
働

き
方
と
労
働
関
連
法

　
　

❸
専
門
学
生　

　
　
　

�

・�
❶
の
他
、
求
人
票
の
読
み
解
き
方

　
　
　

�

・�

離
職
や
転
職
時
に
知
っ
て
お
き
た

い
「
社
会
保
険
の
基
礎
知
識
」

　
　

❹�

そ
の
他
の
社
会
人
：
自
立
就
労
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、ひ
と
り
親
家
庭
、

不
利
な
家
庭
環
境
に
あ
る
若
者
と
そ

の
支
援
者
な
ど

　
　
　

�

・�

❶
の
他
、
年
金
・
医
療
・
介
護
な

ど
社
会
保
険
、
労
災
・
雇
用
な
ど

労
働
保
険
の
基
礎
知
識

　
　
　

�

・�

兼
業
・
副
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な

ど
様
々
な
働
き
方
の
選
択
と
社
会

保
険
制
度
に
つ
い
て

　

２
）
講
義
の
方
法
の
多
様
化
を
検
討

　
　

❶
ス
ク
ー
ル
形
式

　
　

❷
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　
　

❸
寸
劇
形
式

　
　

❹
紙
芝
居
を
使
っ
た
講
義

　
　

❺
動
画
を
使
っ
た
講
義

　
　

❻
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義

　
　

❼
個
別
求
人
等
に
関
す
る
相
談
支
援

　
３
）�

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
若
者
の
未
来
に
向

け
て「
働
く
」「
生
き
る
」を
学
ぶ
」ー

出
前
授
業
提
案
を
増
刷
し
ま
す
。

　

①�

―
２　

社
会
人
を
対
象
に
し
た
労
働
関

連
法
教
育
活
動
（
ラ
ボ
ー
ル
学
園
に
て
）

　
　

�　

秋
季
３
回
、
春
季
３
回
の
連
続
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
、
次
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

テ
ー
マ
に
労
働
、
社
会
保
障
に
関
す
る

理
解
を
深
め
、
諸
問
題
に
関
し
て
問
題

提
起
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
対
面
セ
ミ
ナ
ー
が
困
難
な
場

合
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
欠
席

者
へ
の
動
画
配
信
を
検
討
し
ま
す
。

　
　

❶
前
期　

秋
季
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

�　

家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
に
お
け

る
、
就
労
中
断
の
リ
ス
ク
、
リ
ス
ク

と
共
存
に
係
る
法
制
度
、
企
業
内
制

度
整
備
の
諸
問
題
の
検
討

　
　
　
　

第
１
回　

�

出
産
・
育
児
：
産
前
産

後
休
暇
、
育
児
休
業
・

休
暇
、育
児
休
業
給
付
、

少
子
化
対
策

　
　
　
　

第
２
回　

�
介
護
：
介
護
休
業
・
休

暇
、
介
護
休
業
給
付
、

介
護
保
険
制
度

　
　
　
　

第
３
回　

�

傷
病
：
病
気
休
暇
（
休

暇
、
短
時
間
勤
務
）、

傷
病
手
当
、休
業
補
償
、

休
業
制
度

　
　
　
　
　
　
　

�〈
他
検
討
中
の
テ
ー
マ
〉

　
　
　
　
　
　
　

�　

高
齢
：
就
業
、
年
金

（
受
給
、適
用
）、医
療
（
提

供
体
制
、
自
己
負
担
）

　
　

❷
後
期　

春
季
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

�　

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
の
推
進
に
お
け
る
働

き
方
の
多
様
化
（
付
加
価
値
の
高
い

働
き
方
に
見
直
し
て
い
く
、
や
り
が

い
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
）

の
諸
問
題
の
検
討

　
　
　
　

第
１
回　

テ
レ
ワ
ー
ク
の
増
大

　
　
　
　

第
２
回　

�

ジ
ョ
ブ
型
正
社
員
の
普

及
：
雇
用
ル
ー
ル
の
明

確
化
、
支
援

　
　
　
　

第
３
回　

�

副
業
・
兼
業
の
促
進
：

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
、

取
組
事
例
の
展
開
等

　
　
　
　
　
　
　
〈
他
検
討
中
の
テ
ー
マ
〉

　
　
　
　
　
　
　

・�

裁
量
労
働
制
の
検
討
：

実
態
調
査
に
基
づ
く
制

度
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

・�

選
択
型
週
３
日
休
日
の

検
証
：
好
事
例
の
収

集
・
提
供
等
に
よ
る
企

業
に
お
け
る
導
入
の
普

及
促
進

　
　
　
　
　
　
　

・�

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
保

護
：
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、

関
係
法
令
の
適
切
な
運

用
、
契
約
の
ル
ー
ル
化

な
ど

　

①�
―
３　

労
働
関
連
法
教
育
推
進
の
動

画
、
紙
芝
居
を
活
用
す
る
た
め
に

　
　

�　

２
０
２
０
年
度
か
ら
紙
芝
居
、

２
０
２
１
年
度
は
紙
芝
居
と
動
画
を
制

作
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
活
用

し
、
Ｈ
Ｐ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
で
Ｐ
Ｒ

の
上
、
今
後
も
引
き
続
き
労
働
関
連
法

教
育
の
周
知
、
普
及
活
動
を
行
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

①�

ー
４　

労
働
関
連
法
教
育
に
伴
う
個
別

相
談
支
援
の
周
知
活
動

　
　

�　

労
働
関
連
法
教
育
出
前
授
業
に
伴
う

個
別
の
相
談
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
案

内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
周
知
普

及
を
図
り
ま
す
。

　

②
そ
の
他
の
教
育
活
動

　
　

�　

20
年
度
か
ら
延
期
さ
れ
た
独
自
セ

ミ
ナ
ー
も
含
め
、
22
年
度
も
当
法
人
の

目
的
に
あ
っ
た
講
師
派
遣
依
頼
に
は
積

極
的
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

（
３
）
相
談
事
業

　

①
京
都
府
の
労
働
相
談
事
業

　
　

�　

当
年
度
も
京
都
府
か
ら
の
委
託
事
業

と
し
て
、
毎
週
土
曜
日
と
月
曜
日
～
金

曜
日
の
夜
間
の
「
社
会
保
険
労
務
士
に

よ
る
労
働
相
談
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、出
張
労
働
相
談
（
２
回
を
予
定
）

や
労
働
相
談
の
た
め
の
研
修
会
（
２
回

を
予
定
）
も
実
施
し
ま
す
。
当
法
人
の

理
事
に
相
談
事
業
や
お
よ
び
事
業
に
係

る
事
務
手
続
き
を
担
っ
い
た
だ
き
、
京

都
府
と
の
連
絡
窓
口
、
担
当
者
予
定
表

の
作
成
、
実
績
の
集
計
、
契
約
の
更
新

（
入
札
）、
事
業
報
告
書
の
作
成
な
ど
、

具
体
的
な
業
務
に
引
き
続
き
関
わ
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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②
そ
の
他
の
相
談
事
業

　
　

�　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
可
能
な
範
囲
で
独
自
の
相
談
事
業

に
取
り
組
み
ま
す
。

（
４
）
他
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　

①
ラ
ボ
ー
ル
学
園
と
の
提
携
事
業
の
展
開

　
　

�　

当
年
度
も
、
労
働
関
連
法
教
育
を
通

じ
て
協
力
関
係
を
維
持
し
て
い
き
ま
す
。

　

②
龍
谷
大
学
と
の
連
携

　
　

�　

当
年
度
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
入
学

の
希
望
者
が
あ
り
ま
せ
ん
。
当
面
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
関
係
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
３
年
度
に
向

け
て
、
正
会
員
か
ら
の
入
学
の
希
望
者

を
募
り
、
大
学
院
お
け
る
課
題
研
究
を

通
し
て
地
域
公
共
人
材
と
し
て
貢
献
で

き
る
、
会
員
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

③
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
の
連
携

　
　

�　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
祉
工
房
Ｐ

＆
Ｐ
の
職
員
の
研
修
会
等
へ
の
講
師
派

遣
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

３
．
組
織
・
財
政
活
動

（
１
）
組
織
活
動

　

�　

多
少
の
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、正
会
員
、

賛
助
会
員
、
協
力
会
員
の
合
計
は
２
７
０

名
程
度
維
持
し
て
い
ま
す
。
当
法
人
の
発

起
人
で
あ
る
笹
尾
常
務
理
事
が
亡
く
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
当
時
か
ら
の
お
付
き
合

い
を
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
多
く
、
引
き

続
き
、
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
セ
ミ

ナ
ー
を
通
て
会
員
拡
大
に
努
め
ま
す
。

　

①
事
務
局
体
制
の
強
化

　
　

�　

半
田
副
理
事
長
が
事
務
局
長
と
し

て
、
月
・
水
・
金
勤
務
し
て
日
常
業
務

の
処
理
と
、
会
員
管
理
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
②
理
事
会
に
お
け
る
業
務
分
担
の
明
確
化

　
　

�　

21
年
度
は
理
事
会
に
お
け
る
業
務
分

担
を
明
確
に
し
て
、
事
業
ご
と
に
複
数

の
理
事
が
事
務
局
を
構
成
し
て
運
営
を

図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
一
部
を
除

い
て
十
分
機
能
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

面
事
務
局
主
導
の
体
制
で
進
め
ま
す
。

（
２
）
財
政
活
動

　

�　

当
法
人
活
動
の
収
入
は
、
正
会
員
・
賛

助
会
員
・
協
力
会
員
か
ら
の
会
費
・
寄
付

金
、
京
都
府
か
ら
の
委
託
事
業
（
労
働
相

談
事
業
）
と
ラ
ボ
ー
ル
学
園
の
労
働
関
連

法
教
育
事
業
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
制
作
し
た
教
育
関
連
事
業
の
冊
子
等

の
販
売
も
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
現
在
の

と
こ
ろ
こ
れ
ら
以
外
の
事
業
収
入
を
見
込

む
こ
と
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
が
、
会
員
等

の
知
恵
と
力
を
借
り
な
が
ら
、
新
た
な
事

業
展
開
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
是
非
、
お
知
恵
・
お
力
を
お
貸
し
く

だ
さ
い
。

　

一
つ
目
の
大
量
解
雇
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
大
量
解
雇
は
生
じ
て
い
な
い
が
、
こ

れ
に
対
す
る
懸
念
と
い
う
も
の
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
二
つ
目
は
、
コ
ロ
ナ
が
も
た
ら

し
た
「
働
き
方
改
革
」
の
一
つ
と
し
て
デ
ジ

タ
ル
化
・
テ
レ
ワ
ー
ク
が
出
て
き
た
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
政
府
が
相
当
以
前
か
ら

言
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
導
入
す
る
企
業

も
増
え
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
こ
ろ
か
ら
減
っ
て
き
た
。
こ
の
原
因
は
何

か
。
三
つ
目
は「
働
き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
」

は
や
る
こ
と
は
や
っ
た
と
い
う
の
が
政
府
の

認
識
で
、
最
近
は
「
働
き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ

Ⅱ
」
と
い
う
こ
と
を
言
い
出
し
て
き
た
。
こ

の
「
働
き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
が
今
後

の
職
場
の
待
遇
を
変
え
て
い
く
可
能
性
が
あ

る
。
四
つ
目
と
し
て
、
そ
う
な
る
と
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
労
働
問
題
と
い
う
も

の
を
「
デ
ジ
タ
ル
化
・
テ
レ
ワ
ー
ク
」「
働

き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
と
の
関
連
で
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
量
解
雇
は
あ
る
の
か

　

コ
ロ
ナ
禍
で
人
流
制
限
が
な
さ
れ
、
宿

泊
、
観
光
、
飲
食
業
、
娯
楽
業
が
か
な
り
影

響
を
受
け
、
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す

　

伊
山
弁
護
士
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
「
労
働
問
題
」
と
対
処
法
の
テ
ー

マ
で
、
①
大
量
解
雇
に
対
す
る
懸
念　

②
デ
ジ
タ
ル
化
・
テ
レ
ワ
ー
ク
が
も
た
ら

す
諸
問
題　

③
「
働
き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
に
向
け
た
職
場
待
遇
問
題　

④
コ

ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
労
働
問
題
の
対
処
法
の
４
点
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま�

し
た
。

４
つ
の
テ
ー
マ
の
概
要
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が
、
そ
れ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
多
く
の
業
種

で
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
完
全

失
業
者
の
対
前
年
同
月
増
減
の
グ
ラ
フ
を
見

て
み
る
と
２
０
２
０
年
の
コ
ロ
ナ
が
出
始
め

て
、
完
全
失
業
者
が
50
万
人
程
増
え
て
い
る

が
そ
の
後
あ
ま
り
増
え
て
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

２
０
１
７
年
１
月
～
２
０
２
１
年
11
月
の
完

全
失
業
者
数
の
推
移
を
見
て
も
、
２
０
２
０

年
に
な
っ
て
１
５
０
万
か
ら
２
０
０
万
に
増

え
て
は
い
ま
す
が
、
そ
れ
ほ
ど
急
激
に
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
完
全
失
業
者
が
急
激
に
増

え
た
の
は
２
０
０
８
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
時
で
す
。
２
０
０
８
年
９
月
頃
か
ら

３
０
０
万
人
を
超
え
て
い
る
の
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
よ
り
ひ
ど
か
っ
た
の
で
す
。
今
回
の
コ

ロ
ナ
で
そ
れ
ほ
ど
に
ひ
ど
く
な
か
っ
た
の

は
、
雇
用
調
整
助
成
金
と
い
う
手
を
打
っ
た

か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
次
の
手
を
打
た
な

い
と
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
事
態
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

経
営
が
悪
化
し
て
、
体
力
が
持
た
な
く
な

る
と
、
経
営
者
も
整
理
解
雇
を
考
え
る
が
、

今
の
経
営
者
は
そ
う
簡
単
に
整
理
解
雇
は
で

き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
整
理

解
雇
の
４
要
素
に
よ
る
厳
し
い
解
雇
制
限
が

あ
る
か
ら
で
す
。
４
要
素
と
は
、
①
人
整
理

の
必
要
性
②
解
雇
回
避
努
力
義
務
の
履
行

③
被
解
雇
者
選
定
の
合
理
性
④
手
続
き
の
妥

当
性
で
す
。
こ
の
よ
う
に
整
理
解
雇
を
実
行

す
る
場
合
か
な
り
煩
雑
に
な
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
今
回
整
理
解
雇
を
実
行
し
よ
う
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
大
き
な
理
由
は
先

ほ
ど
触
れ
ま
し
た
雇
用
調
整
助
成
金
で
す
。

雇
用
調
整
助
成
金
の
仕
組
み
が
あ
っ
た
こ
と

は
、
大
き
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の

柱
で
あ
る
雇
用
調
整
助
成
金
が
な
く
な
っ
た

ら
ど
う
な
る
か
。
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
に
な

り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
・
テ
レ
ワ
ー
ク
が

　
　
　

も
た
ら
す
諸
問
題

　

政
府
は
２
０
１
６
年
か
ら
改
革
の
一
環
と

し
て
生
産
性
に
資
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
コ

ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
推
進
し
て
い
ま
し
た
。

す
で
に
こ
の
頃
日
本
で
は
モ
バ
イ
ル
端
末
は

１
０
０
％
近
く
普
及
し
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル

化
・
テ
レ
ワ
ー
ク
の
素
地
は
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
コ
ロ
ナ
で
人
流
が
制
限
さ
れ
注
目
さ

れ
ま
し
た
。
実
際
、
２
０
２
０
年
の
ピ
ー
ク

時
に
は
大
企
業
で
83
％
、
中
小
企
業
で
も

50
％
近
く
導
入
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ

た
こ
ろ
か
ら
導
入
が
急
激
に
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
原
因
は
何
か
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見

る
と
、
同
僚
な
り
上
司
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
り
に
く
い
と
答
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
こ
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
り
に
く
い
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
対
面
で

言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
よ

り
、
何
を
し
て
い
る
か
見
え
な
い
不
安
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
こ

と
を
見
る
と
社
会
の
本
音
は
働
く
過
程
が
見

え
な
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
十
分
な
働
き
が

出
来
な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
働
い
て
い
る
過
程
と
い
う
の
は

そ
れ
ほ
ど
大
事
な
の
か
、
経
営
者
は
結
果
が

出
た
ら
、
働
い
て
い
る
過
程
は
ど
う
で
も
い

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
思
う
ん

で
す
。
こ
う
し
た
一
方
で
働
く
過
程
が
見
え

な
い
か
ら
不
安
だ
、
他
方
で
成
果
を
出
し
て

も
ら
え
ば
過
程
は
ど
う
で
も
い
い
と
い
う
ズ

レ
は
、
ど
う
し
て
生
ま
れ
る
か
と
い
う
と
、

な
ん
に
基
づ
い
て
賃
金
が
上
が
る
か
、
労
働

基
準
法
に
一
つ
の
考
え
が
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、「
働
き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」

の
関
連
の
話
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

働
き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ

　

２
０
０
６
年
か
ら
肝
い
り
で
や
ろ
う
と
し

て
い
た
テ
レ
ワ
ー
ク
が
一
時
期
80
％
、
50
％

ま
で
普
及
し
た
が
、
そ
の
後
下
が
り
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
を
後
戻
り
さ
せ
な
い
で
働
き
方

改
革
を
加
速
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
は
何
を
す
る
か
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」
で
い
ろ
い

ろ
言
っ
て
い
ま
す
が
、「
労
働
時
間
削
減
等

を
行
っ
て
き
た
働
き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅰ
に

続
き
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か
ら
ジ
ョ
ブ
型

の
雇
用
形
態
へ
の
転
換
を
図
り
、
従
業
員
の

や
り
が
い
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
指
す

フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
の
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
。」

と
言
っ
て
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
か

ら
ジ
ョ
ブ
型
の
雇
用
形
態
へ
の
転
換
を
図
り

ま
す
。
こ
う
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
御
存
知

か
と
思
い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
と

は
、
簡
単
に
言
い
ま
し
た
ら
、
年
功
序
列
で

終
身
雇
用
の
従
来
の
働
き
方
を
言
っ
て
い
る

の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ョ
ブ
型
と
は

仕
事
の
成
果
に
対
し
て
お
金
を
払
い
ま
す
と

言
う
こ
と
で
、
時
間
は
関
係
な
い
ん
で
す
。

仕
事
の
成
果
が
あ
れ
ば
、
そ
の
過
程
が
ど
う

で
あ
ろ
う
と
か
ま
わ
な
い
の
で
す
。ま
さ
に
、

テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
す
る
懸
念
、
つ
ま
り
働
い

て
い
る
が
過
程
が
見
え
な
い
事
に
対
す
る
答

え
な
の
で
す
。

　

そ
う
な
り
ま
す
と
評
価
が
問
題
に
な
っ
て

き
ま
す
。評
価
の
基
準
と
い
う
も
の
が
何
か
、

何
を
持
っ
て
評
価
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
、
主
観
的
な
積
極
性
が
あ

る
と
か
、
意
欲
が
あ
り
ま
す
で
は
評
価
は
出

来
な
い
の
で
す
。
端
的
に
目
に
見
え
る
も
の

で
評
価
し
な
い
と
評
価
制
度
は
作
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
何
か
と
い
う
と
、
会
社
が
ど
う

な
り
た
い
の
か
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
あ
り
た

い
の
か
、
究
極
的
な
ゴ
ー
ル
を
た
て
、
長
期
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的
に
は
ど
う
い
う
会
社
に
な
り
た
い
の
か
、

具
体
的
な
最
終
目
標
を
設
定
し
て
、
そ
の
具

体
的
な
目
標
に
お
い
て
、
あ
な
た
の
役
割
は

こ
う
で
す
。
と
き
ち
っ
と
明
確
に
し
た
上
で

そ
れ
が
達
成
で
き
た
の
か
、
そ
こ
ま
で
連
動

し
な
い
と
、
評
価
と
い
う
も
の
は
本
来
出
来

な
い
も
の
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
経
営
者
側
が
長
期
・
中
期
・

短
期
の
ピ
ジ
ョ
ン
と
従
業
員
の
役
割
を
示
さ

な
い
と
評
価
は
出
来
な
い
の
で
す
。
そ
れ
を

会
社
側
が
「
神
」
の
ご
と
く
何
で
も
出
来
る

よ
う
に
や
っ
て
く
る
事
に
対
し
て
は
、
警
戒

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
成
果
に
対
し
て
的

確
に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
か

ど
う
か
注
意
が
必
要
で
す
。

　

ジ
ョ
ブ
型
の
雇
用
形
態
を
本
当
に
実
現
し

よ
う
と
す
れ
ば
、
成
果
が
大
事
に
な
っ
て
き

ま
す
。
そ
こ
で
は
時
間
は
関
係
が
な
く
な
っ

て
く
る
の
で
す
。
労
働
時
間
と
は
連
動
し
ま

せ
ん
。
そ
の
結
果
、
時
間
を
賃
金
と
す
る
法

体
系
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。実
際
、

労
働
基
準
法
で
は
、
時
間
に
対
し
て
賃
金
を

払
う
と
い
う
法
体
系
に
な
っ
て
い
ま
す
。
成

果
を
問
う
の
で
あ
れ
ば
労
働
時
間
を
賃
金
と

す
る
法
体
系
が
改
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
昇
給
と
い
う
概
念

も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
厚
労
省
が
出
し
て
い

る
モ
デ
ル
就
業
規
則
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
必
ず
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

と
し
て
、昇
給
に
関
す
る
事
項
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、評
価
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、

昇
給
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
が
る
こ

と
も
あ
る
の
で
す
。
そ
う
な
り
ま
す
と
「
昇

給
」
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、「
賃

金
改
定
」
へ
と
改
革
が
進
ん
で
き
ま
す
。

　

加
え
て
、
ジ
ョ
ブ
型
は
同
一
労
働
に
固
執

し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実
質
的
な

均
等
均
衡
待
遇
論
が
出
て
く
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
う
と
、
経

験
が
長
い
か
ら
と
言
う
こ
と
で
は
な
く
、
仕

事
が
ど
こ
ま
で
や
れ
て
、
ど
れ
だ
け
の
こ
と

を
や
っ
て
い
る
か
と
端
的
に
問
う
時
代
に

な
っ
て
く
る
と
思
う
の
で
す
。
と
り
あ
え
ず

職
場
で
働
い
て
い
れ
ば
安
泰
と
い
う
話
で
は

な
く
、
企
業
内
で
い
か
に
役
に
立
っ
て
い
る

か
、
企
業
内
で
の
役
割
と
い
う
も
の
が
求
め

ら
れ
て
き
ま
す
。
い
よ
い
よ
そ
の
よ
う
な
時

代
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

企
業
内
で
役
立
つ
と
言
う
こ
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
と
言
う
と
、
企
業
に
は
社
会
的
責

任
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
企
業

の
社
会
的
役
割
つ
ま
り
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

あ
り
、
そ
の
中
で
、
会
社
の
強
み
、
価
値
は

何
か
、バ
リ
ュ
ー
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
バ
リ
ュ
ー
、
こ

の
三
つ
の
観
点
を
経
営
者
が
確
立
し
、
従
業

員
と
共
有
し
て
、
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
従

業
員
が
役
に
立
つ
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
従

業
員
に
見
え
て
い
な
い
と
、
何
が
評
価
だ
と

い
わ
れ
て
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
を
き
っ

ち
り
し
な
い
と
、
仕
事
が
出
来
て
い
る
か
出

来
て
い
な
い
か
を
経
営
者
の
物
差
し
だ
け
で

計
ら
れ
る
事
態
に
な
る
と
、
極
め
て
恐
ろ
し

い
話
に
な
り
ま
す
。

 

「
働
き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」 

　

に
向
け
た
職
場
待
遇
問
題

　

今
、
そ
の
傾
向
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
残

業
を
見
込
ん
だ
働
き
方
は
非
効
率
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
が
結
構
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま

す
。
現
在
の
法
体
系
で
は
残
業
し
た
ら
残
業

代
が
出
ま
す
。
企
業
に
取
っ
て
は
、
残
業
し

な
い
で
同
じ
仕
事
を
し
て
も
ら
っ
た
方
が
い

い
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
効
率
的
に
働
く
こ

と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
企
業

に
よ
っ
て
は
、
能
率
手
当
を
考
え
て
い
る
企

業
が
結
構
あ
り
ま
す
。働
く
と
言
う
こ
と
は
、

長
い
こ
と
働
い
た
と
か
、
会
社
に
長
い
こ
と

い
た
と
か
、
頑
張
っ
た
と
か
言
う
こ
と
で
な

く
、
成
果
を
見
る
と
言
う
こ
と
に
な
っ
て
き

て
い
る
の
で
す
。
長
く
働
き
続
け
た
と
し
て

も
成
果
が
出
な
け
れ
ば
昇
給
は
し
な
い
の
で

す
。
評
価
制
度
が
当
然
前
提
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
す
。

　

次
に
同
一
労
働
同
一
賃
金
に
つ
い
て
で
す

が
、
経
営
者
側
は
、
最
初
同
一
労
働
同
一
賃

金
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る

と
戦
々
恐
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

最
近
は
あ
ま
り
聞
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
同

一
労
働
同
一
賃
金
で
賃
金
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
か
と
い
う
と
、
そ
う
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
何
故
か
と
い
う
と
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
は
い
る
が
、
本
当

は
違
う
ん
で
す
。
も
と
も
と
均
等
均
衡
待
遇

と
法
律
で
は
言
わ
れ
て
い
た
ん
で
す
。
仕
事

が
同
じ
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
が

と
れ
て
い
る
か
ど
う
か
み
ま
し
ょ
う
と
言
う

こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。
均
等
均
衡
待
遇
と
は

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
待
遇
で
な
い
と
行
け
な

い
と
言
う
こ
と
で
す
。
同
一
労
働
同
一
賃
金

と
言
っ
た
と
こ
ろ
で
何
も
変
わ
ら
な
い
の
で

す
。
仕
事
に
見
合
っ
た
待
遇
に
実
質
化
さ
れ

て
い
き
ま
す
。
こ
れ
が
現
在
の
傾
向
で
す
。

こ
れ
を
今
の
労
働
基
準
法
で
や
ろ
う
と
し
て

い
る
が
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。
し

か
し
、政
府
は
「
働
き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」

で
こ
れ
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
そ

う
な
り
ま
す
と
、
労
働
法
制
も
そ
の
ま
ま
か

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、
政

府
が
「
肝
」
に
し
て
い
た
デ
ジ
タ
ル
化
・
テ

レ
ワ
ー
ク
が
失
速
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
後

退
す
る
こ
と
な
く
進
め
る
に
は
、
後
退
の
原

因
で
あ
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り

に
く
い
、
ま
た
、
従
業
員
が
会
社
の
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
何
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
。
こ
う
し
た
こ
と
を
変
え
る
の
が
、
仕
事

に
見
合
っ
た
待
遇
で
す
と
言
っ
て
い
る
の
で

す
。
だ
と
す
れ
ば
、
最
終
的
に
は
法
制
化
さ
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れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
、
私
た
ち
は

戦
後
始
ま
っ
て
以
来
の
労
働
法
制
の
変
革
期

に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。

 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

　

新
た
な
労
働
問
題
の
対
処
法

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
労
働
問
題
は
、
不
景

気
に
な
る
か
ら
倒
産
が
増
え
ま
す
、
解
雇
が

増
え
ま
す
と
い
う
問
題
だ
け
で
は
な
く
、
そ

れ
も
も
ち
ろ
ん
こ
れ
か
ら
出
る
可
能
性
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
こ
に
目
を
囚
わ
れ
て
い
る

と
、
も
っ
と
大
き
な
労
働
法
制
の
変
革
の
う

ね
り
に
気
付
か
な
い
ま
ま
社
会
が
変
わ
っ
て

し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
事
態
に
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
労
働
問
題
と

は
、
実
際
何
か
と
い
う
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で

働
き
ぶ
り
が
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
問
題

意
識
と
し
て
出
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
働

き
方
改
革
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
」
と
い
う
こ
と
で
、

働
き
方
の
「
質
」
を
重
視
し
よ
う
と
い
う
時

代
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
何
が
お
き
る
か
と
い
う
と
、
一

つ
は
、経
営
課
題
を
会
社
が
設
定
で
き
た
ら
、

こ
れ
を
共
有
出
来
な
い
社
員
の
選
別
が
始
ま

り
ま
す
。
経
営
側
が
整
理
解
雇
を
持
ち
出
し

て
く
る
と
き
に
は
、
こ
う
し
た
論
点
か
ら
解

雇
を
し
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
定
着
し
た
い

政
府
と
し
て
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
会
社
に

と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
と
い
う
こ

と
で
、
こ
れ
を
今
後
ど
う
し
て
い
っ
た
ら
良

い
か
考
え
て
お
り
、
そ
の
一
つ
の
考
え
と
し

て
、
時
間
と
い
う
も
の
を
賃
金
の
対
象
に
し

て
い
る
が
、
こ
れ
が
今
の
労
働
法
制
の
根
本

的
な
限
界
で
は
な
い
か
と
政
府
は
考
え
て
い

ま
す
。
こ
う
し
て
き
た
時
に
何
が
変
わ
る

か
と
い
う
と
、
使
用
者
、
労
働
者
と
い
う
、

あ
っ
ち
、
こ
っ
ち
と
い
う
分
け
方
を
し
て
い

た
ら
、
こ
の
枠
組
み
の
中
で
は
労
働
者
側
の

方
が
会
社
か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
て
し
ま
す
。

ひ
ど
い
待
遇
に
な
っ
て
し
ま
す
。
そ
こ
で
労

働
者
を
解
雇
す
る
と
な
る
と
、
労
働
者
は
会

社
に
と
っ
て
生
産
の
た
め
の
体
力
で
あ
る
か

ら
、
当
然
企
業
も
停
滞
し
、
社
会
が
停
滞
し

て
来
て
、全
部
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

今
、
コ
ロ
ナ
で
大
変
な
状
況
に
な
っ
た
か
ら

こ
そ
、
使
用
者
、
労
働
者
の
枠
組
み
で
な

く
、
同
じ
共
通
の
課
題
を
共
有
し
て
、
そ
の

上
で
、
使
用
者
、
労
働
者
が
ど
の
様
に
良
い

状
況
に
な
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、
こ

れ
か
ら
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
、
具
体
的
な
対
処
方
法
を
提
起
し

て
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

��

一
つ
は
、
従
業
員
は
社
内
で
の
役
割
を
明

確
に
持
ち
、
何
が
会
社
に
と
っ
て
評
価
さ
れ

る
の
か
を
考
え
て
、
評
価
制
度
そ
の
も
の
が

正
し
く
評
価
さ
れ
る
も
の
に
作
り
変
え
て
い

く
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
働
く
「
質
」
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
労
働
時
間
が
賃
金
の
対
象
に
な
る
と

い
う
考
え
方
を
改
め
て
、
労
働
の
成
果
が
賃

金
の
対
象
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
理
解
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
成
果
を
上
げ
た
ら
報
酬

を
要
求
し
て
い
く
と
か
、
仕
事
の
成
果
と
い

う
も
の
を
賃
金
の
対
象
に
し
て
い
く
に
は
ど

う
し
た
い
い
か
考
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
一
人
の
力
で
は
出
来

せ
ん
の
で
、
今
こ
そ
労
働
組
合
が
頑
張
ら
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
仕
事
の
成
果
を
賃
金
の

対
象
に
し
て
い
く
こ
と
が
従
業
員
に
と
っ
て

不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
必
要
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
労
使
双
方
の
工
夫

で
事
業
存
続
を
計
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
て
い
く
時
代
で
あ
り�

ま
す
。
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梅
雨
開
け
の
強
い
日
射
し
が
降
り
注
ぐ

頃
、
畑
の
雑
草
は
猛
然
と
繁
茂
す
る
。
草
刈

り
で
一
番
こ
た
え
る
の
が
こ
の
時
期
だ
。
ひ

と
月
サ
ボ
っ
て
し
ま
え
ば
腰
の
高
さ
に
も

な
っ
て
い
て
、
日
頃
の
怠
惰
さ
を
反
省
し
な

が
ら
草
刈
り
機
を
振
り
回
す
。

　

ヒ
ル
ガ
オ
や
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
、
ス
ス

キ
、わ
け
の
分
か
ら
な
い
種
（々
く
さ
ぐ
さ
）。

刈
っ
て
も
刈
っ
て
も
野
放
図
に
伸
び
る
や

つ
…
。
そ
ん
な
中
、
赤
紫
の
花
と
イ
バ
ラ
の

葉
が
ひ
と
き
わ
目
立
つ
も
の
が
あ
る
。
刈
り

取
る
と
き
、
膝
に
触
れ
る
と
棘
が
痛
い
。
あ

ざ
み
だ
。

　
　
　
　
　
　
　

▽

　

ト
ル
ス
ト
イ

は
こ
の
あ
ざ
み

を
、
あ
る
中
年

の
武
人
に
た
と

え
た
。「
な
ん

と
い
う
精
力
、

な
ん
と
い
う
生

命
力
だ
ろ
う
」

連
載

当
世
シ
ニ
ア
気
質

Ｍ
と
い
つ
ま
で
も　
（
10
）

　

君
は
あ
ざ
み
の
棘
に
似
て

�
ト
ル
ス
ト
イ
『
ハ
ジ
・
ム
ラ
ー
ト
』　　

�

柏　

倉　
　

裕

�

チ
ェ
チ
ェ
ン
人
の
、
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
虐

げ
ら
れ
た
人
々
の
抵
抗
運
動
の
闘
士
、
ハ

ジ
・
ム
ラ
ー
ト
。
巧
妙
か
つ
果
敢
な
戦
闘
に

よ
っ
て
敵
味
方
を
驚
か
せ
、
少
数
の
部
下
を

率
い
て
カ
フ
カ
ー
ズ
の
地
を
転
戦
す
る
。
彼

ら
を
受
け
入
れ
、
一
夜
の
宿
と
食
を
も
て
な

す
村
人
の
心
は
、
静
か
で
厚
い
。

　
「
お
前
さ
ま
が
わ
た
し
の
家
に
お
い
で
で
、

わ
た
し
の
く
び
が
こ
の
肩
に
の
っ
て
い
る
あ

い
だ
は
、
だ
れ
も
お
前
さ
ま
に
指
一
本
さ
し

は
い
た
し
ま
せ
ん
」

　

村
の
主
は
盟
友
ハ
ジ
・
ム
ラ
ー
ト
を
守
る

こ
と
を
自
分
の
義
務
と
心
得
て
い
る
。

　

だ
が
英
雄
の
声
望
は
、
し
ば
し
ば
嫉
妬
を

産
む
。
ハ
ジ
・
ム
ラ
ー
ト
は
同
族
の
首
領
に

疎
ま
れ
、
母
と
妻
、
息
子
を
人
質
に
取
ら
れ

る
。
彼
ら
を
救
い
出
す
た
め
ロ
シ
ア
軍
に
身

を
投
じ
る
が
、酒
と
博
打
で
部
下
を
奪
わ
れ
、

ロ
シ
ア
人
に
も
裏
切
ら
れ
、
故
郷
へ
の
逃
亡

の
さ
な
か
悲
劇
の
最
期
が
待
っ
て
い
た
。

　

読
ん
で
い
て
、
い
き
な
り
ハ
ジ
・
ム
ラ
ー

ト
の
生
首
が
切
り
落
と
さ
れ
た
こ
と
を
知

る
。
な
ん
と
い
う
結
末
。
ト
ル
ス
ト
イ
は
ラ

ス
ト
に
た
っ
た
一
行
、
こ
う
書
い
た
。

　
「
つ
ま
り
こ
の
死
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す

き
返
さ
れ
た
畑
の
中
で
無
残
に
押
し
ひ
し
が

れ
て
い
た
一
輪
の
あ
ざ
み
が
、
私
に
思
い
出

さ
せ
た
も
の
は
」

　
　
　
　
　
　
　

▽

　

思
え
ば
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
含
め
た
旧
ロ
シ

ア
南
部
、大
河
ド
ン
と
ヴ
ォ
ル
ガ
、カ
フ
カ
ー

ズ
地
方
を
舞
台
に
し
た
小
説
に
は
、
荒
削
り

で
勇
猛
果
敢
、魅
力
溢
れ
る
主
人
公
が
い
る
。

　

た
と
え
ば
シ
ョ
ー
ロ
ホ
フ『
静
か
な
ド
ン
』

の
グ
リ
ゴ
ー
リ
ー
は
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
の
荒

く
れ
者
。
近
所
の
人
妻
ア
ク
シ
ー
ニ
ャ
を
恋

人
に
し
、
革
命
後
の
ロ
シ
ア
を
渡
り
歩
く
。

貧
し
さ
か
ら
逃
れ
よ
う
、
労
働
者
の
国
を
守

ろ
う
と
赤
軍
に
も
白
軍
に
も
加
わ
る
。
が
、

ど
ち
ら
に
も
絶
望
し
、
故
郷
ド
ン
の
麓
で
暮

ら
そ
う
と
恋
人
を
乗
せ
て
馬
を
走
ら
せ
る
。

　

望
み
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
恋
人
は
赤
軍
の

銃
弾
に
倒
れ
、
グ
リ
ゴ
ー

リ
ー
は
命
か
ら
が
ら
ド
ン

の
岸
辺
に
た
ど
り
着
き
、

小
銃
と
拳
銃
を
投
げ
捨
て

る
。
そ
の
時
だ
っ
た
。
船

着
き
場
で
遊
ぶ
息
子
ミ
ー

シ
ャ
を
見
つ
け
た
。「
坊
や

…
坊
や
…
」

　
　
　
　
　
　
　

▽

　

話
が
飛
ん
だ
。

　

Ｍ
へ
。
今
も
プ
ー
チ
ン
の
軍
と
戦
う
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
は
第
二
、
第
三
の
ハ
ジ
・
ム
ラ
ー

ト
が
い
る
と
思
わ
な
い
か
。
女
性
の
ハ
ジ
・

ム
ラ
ー
ト
が
長
期
の
戦
い
に
備
え
て
い
る
か

も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
彼
ら
が
、
決
し
て
ト
ル
ス
ト
イ
の

小
説
の
よ
う
な
最
期
を
迎
え
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
現
代
の
ハ
ジ
・
ム
ラ
ー
ト

が
か
つ
て
の
パ
ル
チ
ザ
ン
の
ご
と
く
、
地
上

戦
に
あ
っ
て
も
サ
イ
バ
ー
空
間
で
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
戦
の
中
に
あ
っ
て
も
、
し
た
た
か
に

敵
を
追
い
立
て
、
奪
わ
れ
た
祖
国
の
地
を
取

り
戻
す
日
が
来
る
よ
う
願
う
ば
か
り
だ
。
ど

こ
に
か
、戦
争
を
止
め
る
方
法
は
な
い
の
か
。

　

畑
で
あ
ざ
み
に
出
会
っ
た
ら
、
今
度
は
刈

ら
ず
に
残
し
て
お
こ
う
。
花
言
葉
を
引
く
と

「
独
立
」「
報
復
」「
触
れ
な
い
で
」と
あ
っ
た
。

※　
　
　

※

　

挿
絵
は
「
ト
ル
ス
ト
イ
全
集
⑩
」
に
掲
載

さ
れ
た
も
の
で
す
。

ロシア軍を攻めるハジ・ムラ―ト

野あざみ
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も
う
数
年
来
、気
象
庁
は
「
梅つ

ゆ雨
入
り

宣
言
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
く
な
っ

た
。
誰
が
誰
に
向
か
っ
て
「
宣
言
」
す

る
の
か
、
考
え
て
み
れ
ば
お
か
し
な
慣

習
で
あ
っ
た
。　
　
　
　

　

ち
な
み
に
『
広
辞
苑
』
に
よ
る
と
、宣

言
は
「
個
人
・
団
体
・
国
家
な
ど
が
、自

己
の
主
張
や
考
え
を
外
部
に
表
明
す
る

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
文
章
。」
と
あ
る
。

　

気
象
観
測
技
術
が
進
歩
し
、
衛
星
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
地
球
規
模
の
デ
ー
タ

画
像
を
見
れ
ば
、誰
し
も
一
目
瞭
然
、も

は
や
「
宣
言
」
を
陳
腐
な
も
の
と
自
覚

し
て
の
こ
と
か
。「
梅
雨
入
り
し
た
と
思

わ
れ
ま
す
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
そ
う
か
、

と
人
の
顔
が
見
え
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
今
年
、
こ
の
梅
雨
明
け
が

早
す
ぎ
た
。
き
っ
と
真
夏
に
ひ
ど
い
水

不
足
に
み
ま
わ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

毎
年
の
よ
う
に
、
各
地
で
洪
水
と
水

害
の
大
被
害
に
直
面
す
る
日
本
。

　

五
月
雨
を　

集
め
て
は
や
し

　
　
　

最
上
川 

 

松
尾
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』　

　

梅
雨
も
半
ば
、
川
岸
を
洗
う
水
の
速
さ

は
誰
し
も
想
像
で
き
る
だ
ろ
う
。
茶
色
い

濁
流
に
う
ね
る
最
上
川
。
近
年
の
異
常
気

象
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
の
防
災
へ
つ
な

が
る
警
句
に
な
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
有
名

な
句
も
ま
た
別
の
見
方
が
。

　

夏
河
を　

越
す
う
れ
し
さ
よ

　
　
　

手
に
草
履 

 

与
謝
蕪
村
『
蕪
村
全
句
集
』」　

　

こ
れ
は
楽
し
い
。
片
手
に
草
履
、も
う
一

方
の
手
は
着
物
の
裾
を
軽
く
つ
ま
ん
で
浅

瀬
を
渡
る
。
素
足
に
水
の
冷
た
さ
、
川
底

の
小
石
が
触
れ
る
。
さ
さ
や
か
な
緊
張
感

水
と
花
と

も
楽
し
み
な
が
ら
、
お
と
な
の
水
遊
び
。

　

両
岸
の
緑
に
は
さ
ま
れ
、
ふ
と
目
を

上
げ
る
。
出
羽
の
三
山
に
、
月
山
が
高

い
夏
雲
の
し
た
、
青
々
と
。

　

雲
の
峰　

い
く
つ
崩
れ
て

　
　
　

月
の
山 

 

松
尾
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』　

　

夏
空
の
入
道
雲
が
、
次
々
と
か
た
ち

を
変
え
、
い
つ
か
夜
の
月
明
か
り
に
浮

か
ぶ
三
山
、
名
に
し
負
う
月
の
山
と
な

る
の
か
…
そ
れ
も
待
つ
時
が
あ
れ
ば
こ

そ
。
た
ど
る
旅
路
の
先
に
わ
ず
か
五
年

を
生
き
て
世
を
去
っ
た
俳
聖
。

　

沙
羅
の
花　

捨
身
の
落
花

　
　

惜
し
み
な
し

 

石
田
波
郷
『
酒
中
花
以
後
』　

　　

沙
羅
は
夏
椿
と
も
。
お
寺
の
庭
な
ど

で
、
椿
に
似
た
白
い
花
を
つ
け
高
い
枝

木
か
ら
の
花
の
散
り
よ
う
が
愛
で
ら
れ

る
感
あ
り
。
春
・
冬
に
咲
く
椿
も
ポ
ト

リ
と
花
を
落
と
す
が
、
ま
し
て
や
緑
の

苔
庭
に
白
い
花
弁
を
置
く
さ
ま
は
「
捨

（夏）

あ
っ
た
か
歳
時
記

上
　
野
　
　
　
都

身
の
落
花
」
と
映
る
。

　

夏
椿
は
短
い
一
日
花
。
そ
の
こ
と
も

俳
人
は
「
惜
し
み
な
し
」
と
の
思
い
を

込
め
て
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
ち
ら
は
、
一
日
な
ら
ぬ
百
日
、
紅

白
色
の
花
び
ら
を
泡
立
て
た
よ
う
に

咲
か
せ
つ
づ
け
る
百さ
る
す
べ
り

日
紅
。
焼
け
る
よ

う
な
真
夏
の
風
に
花
び
ら
を
散
し
な
が

ら
、
い
つ
ま
で
も
庭
の
片
隅
で
揺
れ
て

い
る
。

　

散
れ
ば
咲
き　

　
　

散
れ
ば
咲
き
し
て　

百さ
る
す
べ
り

日
紅

　
　
　
　
　

加
賀
千
代
女　

 

『
現
代
俳
句
歳
時
記
』　

　

炎
天
の　

地
上
花
あ
り　

　
　

百さ
る
す
べ
り

日
紅

　
　
　
　
　

高
浜
虚
子

 

『
ホ
ト
ト
ギ
ス
新
歳
時
記
』　

　

長
い
花
の
咲
き
よ
う
を
数
え
て
い
れ

ば
百
日
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
地
上
に
も

散ち
ら

し
た
花
が
、
句
の
心
に
留
ま
る
ほ
ど
、

百
日
紅
は
天
と
地
を
彩
り
、
真
夏
を
生

き
と
お
す
花
だ
。
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質問１　今回の企画を、どこでお知りになりましたか？
　　　　①機関誌「あったか情報」 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（22名）
　　　　②知人の紹介 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）
　　　　③あったかサポート HP ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（２名）
　　　　④その他 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（１名）

質問２　どのような動機で本講演会に参加されましたか？（複数回答）
　　　　①講演会のテーマに興味があるから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（16名）
　　　　②自分の立場や業務の参考になると思ったから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（５名）
　　　　③テーマについてもっと深く勉強したいと思ったから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（５名）
　　　　④伊山弁護士の講演だから ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（５名）
　　　　⑤その他（記入なし） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（２名）

質問３　講演会に参加されてのご感想ご意見をお聞かせ下さい。（複数回答）
　　　　①理解が深まり有益だった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（21名）
　　　　②期待していた通りの内容であった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（３名）
　　　　③お話の内容が難しかった、理解できなかった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）
　　　　④期待していた内容と違った ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）
　　　　⑤その他ご感想ご意見あれば記入願います。 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（６名）
　　　　　・ 人事評価で解雇が増加する恐れがあると思った。今後「フェーズⅡ」について注意した

いと思います。
　　　　　 ・ 成果主義は10年前から行われていて、その中で多くの労働者がメンタルをやられたり、

職場が荒廃している現状があるのではないかと思っています。
　　　　　・ 期待していた以上の内容であった。このような講演をもっと深く学びたい。
　　　　　・ とても分かりやすく、ユーモアあふれるお話でした。今の混沌とする労働問題のモヤモ

ヤのポイントが明確になりました。
　　　　　・ 働き方改革フェーズⅡに同感です。ただし成果をどのように捉えて評価するか。縁の下

の力持ち的な努力を見抜かないような使用者の視点が問題。働く方が仕事を義務として
捉えず、興味、関心を持って取り組めるような「しくみ」を作るように考えます。

　　　　　・ テレワーク可能な職種に限ってのジョブ型で「成果」のだせない、判断できない職種も
あるのではないかと思いましたが、個人の「成果」と聴いて納得しました。

質問４　法人（認定NPO法人あったかサポート）の活動について、ご自身のお立場を教えてください。
　　　　①正会員である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（22名）
　　　　②賛助会員である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（２名）
　　　　③協力会員である ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（１名）
　　　　④以前に会員だった ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）
　　　　⑤名前は聞いたことがあるがどのような団体かよく知らない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）
　　　　⑥今後もっと関わっていきたい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥（０名）

質問５　�今後、当法人に期待すること、当法人で企画してほしい内容、当法人の活動等についての�
ご意見をご自由にお聞かせ願います。

　　　　・ 伊山先生のお話はとても聞きやすく、社会への問題提起も的確でした。参加して良かった
です。自分のかかわる組織でも話をしていこうと思います。

　　　　・ コロナ禍において、働く事、生活する事の中でコミュニケーション不足で、どの様に人と
人との関係が疎遠になり、相手の気持ちが読めず、通じずにバラバラで地域のつながり、
人のつながりまでも解体しつつある。元に戻す作業が大事。

2022年６月４日NPO法人あったかサポート第17回総会記念講演アンケート

‟コロナ禍における新たな「労働問題」と対処法”
参加者アンケート結果

（57名中（ZOOM参加者含む）25名の方から回答をいただきました。ご協力ありがとうございました。）



あったか情報

11

第１回 �　9月21日（水）18：30～20：30
●テーマ：改正された育児・介護休業法を検証する
　　　　　　～妊娠・出産・育児を通じて求められる切れ目のない支援～
●講　師：杉原　純子（社会保険労務士）
●概　要：�子育て世代に仕事か子育てかの二者択一を迫るのではなく、両立できる社会の実現

が求められます。そのためには、妊娠・出産・育児を通じた切れ目のない支援が提
供されなければなりません。そして、誰もが支援策を利用できるための就労環境の
整備が望まれます。今般、子育てにかかる制度が大きく変わりました。また、不妊
治療にかかる制度についても見直しがありました。改正された育児・介護休業法等
を検証し、支援のあり方について考えます。

第２回 　9月2８日（水）18：30～20：30
●テーマ：家族の介護のためにやむを得ず仕事を辞める「介護離職」を防ぐ
　　　　　　～高齢化の進展に伴い増加する要介護者～
●講　師：田中　公朗（社会保険労務士）
●概　要：�わが国における高齢者人口は増え続け、介護を必要とする人の数も増えており、家

族の介護のためにやむを得ず仕事を辞める労働者が増加しています。介護はいつ問
題が発生するか予測が難しく、また、必要な期間や対応の仕方も多様です。労働者
が仕事をしながら継続して介護できることが望まれます。また、企業にとっても労
働者が辞めてしまうことは大きな損失です。「介護離職」を防ぐための制度や保険
などの活用について考えます。

第３回 　10月7日（金）18：30～20：30
●テーマ：職場復帰を目指しての治療や治療を受けながらの就労を支える
　　　　　　～長期にわたる治療が必要な疾病やメンタルヘルス～
●講　師：弓削　晴美（社会保険労務士）
●テーマ：�医療技術の進歩により、治らないとされてきた疾病が治るようになりました。

一方、長期にわたる治療が必要な疾病やメンタルヘルス上の問題を抱えながら、
職場復帰を目指して治療を受ける、治療を受けながら就労する労働者が多数存
在しています。労働者の健康に配慮した職業生活を支援するのみならず、治療
と仕事の両立に向けた職場環境や支援体制の整備が大切です。治療を受けなが
らの就労を支えるために必要な制度や対応策について考えます。

2022年度秋季労働関連法セミナー

仕事と家庭の両立における「就労の中断」
～妊娠・出産・育児、介護、傷病とどう向き合うか～

◇主　　　　催：公益社団法人　京都勤労者学園（ラボール学園）�
　　　　　　　　認定特定非営利活動法人�あったかサポート
◇会　　　　場：ラボール学園（京都市中京区四条御前西入るラボール京都３階）
◇お問い合わせ：０７５－６３２－８９６２（認定NPO法人�あったかサポート）
◇申し込み方法：参加無料。事前申し込みが必要です。ZOOM聴講も可能です。
　　　　　　　　同封のチラシをお読みいただき申し込み下さい。
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▽
産
後
パ
パ
育
休
は
じ
ま
る

　

今
年
10
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
「
産
後
パ

パ
育
休
」（
出
生
時
育
児
休
業
）
が
は
じ
ま

り
ま
す
。産
後
パ
パ
育
休
は
、「
男
性
版
産
休
」

と
も
呼
ば
れ
、
通
常
の
育
休
と
は
別
に
、
子

の
出
生
後
８
週
間
以
内
に
最
長
４
週
間
取

得
で
き
る
も
の
で
す
。
こ
の
期
間
は
、
出
産

し
た
女
性
は
就
労
禁
止
の
「
産
休
」
期
間
で

す
の
で
、
養
子
の
場
合
を
除
き
、
男
性
専
用

の
制
度
で
す
。

　

育
休
利
用
の
柔
軟
性
を
高
め
る
た
め
、
労

使
協
定
を
締
結
し
て
い
る
場
合
に
限
り
、
労

働
者
と
事
業
主
が
合
意
し
た
範
囲
内
で
、
事

前
に
調
整
し
た
上
で
休
業
中
の
就
業
が
可

能
と
な
っ
た
点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

▽
通
常
の
育
休
で
の
就
労

　

産
後
８
週
間
以
降
は
、
男
女
と
も
に
「
通

常
の
育
休
」
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
通
常
の
育
休
中
は
原
則
就
労
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
育
児
・
介
護
休
業
法
上
の

育
児
休
業
は
、
子
の
養
育
を
行
う
た
め
に
、

休
業
期
間
中
の
労
務
提
供
義
務
を
消
滅
さ
せ

る
制
度
で
あ
り
、
休
業
期
間
中
に
就
労
す
る

こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
男
性
に
し
て
も
女
性
に
し
て

も
、
通
常
の
育
休
終
了
時
に
は
、
完
全
休
業

状
態
か
ら
一
気
に
復
帰
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
形
の
復
帰
は
母
子

に
は
大
き
な
負
担
で
す
。

▽
復
帰
時
の
母
子
へ
の
負
担

　

多
く
の
女
性
の
育
休
か
ら
の
復
帰
時
期

は
、
育
休
期
間
（
原
則
１
年
）
と
認
可
保
育

園
に
入
園
し
や
す
い
時
期
（
４
月
）
と
の
兼

ね
合
い
か
ら
、
子
ど
も
が
０
歳
後
半
か
ら
１

歳
後
半
ま
で
の
間
で
す
。
認
可
保
育
園
の
４

月
の
一
斉
入
所
に
あ
わ
せ
て
復
帰
す
る
人
が

多
く
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の
泣
き
声
の
大
合
唱

は
、
年
度
初
め
の
保
育
園
の
風
物
詩
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

復
帰
後
の
働
き
方
は
、
育
児
時
短
制
度
を

利
用
し
て
も
最
低
１
日
６
時
間
（
１
歳
未
満

の
場
合
は
育
児
時
間
制
度
も
利
用
し
て
１
日

５
時
間
ま
で
短
縮
可
）
と
な
り
、
休
憩
や
通

勤
・
送
迎
時
間
を
考
え
る
と
、
保
育
園
に
預

け
る
時
間
は
９
時
間
程
度
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
短
勤
務
で
は
そ
の
分
給
料
が
減

る
た
め
に
フ
ル
タ
イ
ム
復
帰
を
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
し
、
認
可
保
育
園
を
入
所

す
る
際
に
は
ポ
イ
ン
ト
制
で
優
先
順
位
が
決

ま
り
、
勤
務
時
間
が
長
い
ほ
ど
有
利
に
な
る

た
め
、
希
望
の
保
育
園
に
入
る
た
め
に
フ
ル

タ
イ
ム
復
帰
を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
夫
婦
で
時
差
勤
務
し
な

い
か
ぎ
り
、
赤
ち
ゃ
ん
を
預
け
る
時
間
は
11

時
間
程
度
と
な
り
ま
す
。

　

出
産
後
ず
っ
と
一
緒
に
過
ご
し
て
き
た
母

子
が
、
復
帰
を
境
に
急
に
こ
れ
だ
け
の
時
間

を
離
れ
て
過
ご
す
の
は
、
大
変
な
生
活
変
化

で
す
。
特
に
授
乳
を
継
続
し
て
い
る
ケ
ー
ス

で
は
、
授
乳
回
数
や
時
間
帯
を
事
前
調
整
し

て
お
か
な
け
れ
ば
、
乳
腺
炎
等
で
大
変
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

０
歳
児
後
半
か
ら
１
歳
後
半
ま
で
は
人
見

知
り
の
強
い
時
期
で
も
あ
る
こ
と
も
、
復
帰

時
の
負
担
を
重
く
し
ま
す
。
入
所
後
１
～
２

週
間
は
慣
ら
し
保
育
期
間
と
さ
れ
る
こ
と
が

通
常
で
す
が
、
母
子
と
も
に
慣
れ
る
ま
で
大

変
で
す
。

　

子
ど
も
目
線
で
作
ら
れ
た
制
度
で
は
な
い

の
だ
な
と
し
み
じ
み
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

母
子
に
と
っ
て
も
っ
と
無
理
の
な
く
、
柔
軟

な
形
で
復
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。

▽
段
階
的
復
帰
を
や
っ
て
み
た

　

そ
ん
な
問
題
意
識
も
あ
っ
て
、私
自
身
は
、

２
度
の
出
産
の
際
に
、
早
期
か
つ
段
階
的
に

仕
事
に
復
帰
す
る
方
法
を
模
索
し
、
実
践
し

て
み
ま
し
た
。
当
時
は
弁
護
士
法
人
の
勤
務

弁
護
士
と
し
て
雇
用
保
険
の
対
象
で
し
た
の

で
、
労
働
者
と
し
て
ど
ん
な
制
度
が
使
え
る

の
か
を
追
求
し
て
み
た
形
で
す
。

　

私
は
、育
休
中
は
原
則
就
労
不
可
で
す
が
、

例
外
的
に
、
労
使
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
子

の
養
育
を
す
る
必
要
が
な
い
期
間
に
限
り
、

一
時
的
・
臨
時
的
に
そ
の
事
業
主
の
下
で
就

労
す
る
こ
と
は
で
き
る
こ
と
、
さ
ら
に
月

10
日
（
10
日
を
超
え
る
場
合
は
月
80
時
間
）

以
下
で
あ
れ
ば
、
育
児
休
業
給
付
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ

れ
を
利
用
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

段
階
的
復
帰
の
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
り
ま

連
載「

こ
ど
も
あ
っ
た
か
社
会
」
で
未
来
を
創
る

弁
護
士
　
古
家
野
　
晶
子

第
２
回

　

段
階
的
復
帰
の
す
す
め

※
１
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し
た
。
母
親
に
と
っ
て
は
、
ブ
ラ
ン
ク
が

短
く
仕
事
の
勘
を
失
わ
ず
に
担
当
す
る
仕

事
に
戻
り
や
す
い
点
（
そ
の
分
収
入
も
増
え

ま
す
）、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
人
見
知
り

が
始
ま
る
前
か
ら
母
親
が
仕
事
を
す
る
生
活

（
母
親
以
外
の
人
と
過
ご
す
生
活
）
に
徐
々

に
慣
れ
て
い
け
る
点
、
使
用
者
に
と
っ
て

は
、
代
替
困
難
な
仕
事
に
つ
い
て
早
期
に
担

当
し
て
も
ら
え
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
私
の
体
験
を
踏
ま
え
て
、
段
階

的
復
帰
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
を
ご
提
案
し
て
み

ま
す
。

①�

首
が
座
る
ま
で
（
生
後
３
か
月
頃
ま
で
）

　

�　

産
褥
期
は
、
母
体
の
回
復
と
授
乳
の
安

定
に
努
め
る
時
期
で
、
生
活
全
般
に
サ

ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。
首
が
座
る
ま
で
は

授
乳
頻
度
も
多
く
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
も
不

安
定
な
の
で
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
か

ぎ
り
、
こ
の
時
期
は
完
全
休
業
が
よ
い
と

思
い
ま
す

②�

離
乳
食
が
は
じ
ま
る
ま
で
（
生
後
４
～
６

か
月
頃
ま
で
）

　

�　

状
況
が
許
せ
ば
少
し
は
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
時
期
で
す
が
、
ま
だ
授
乳
間

隔
が
短
い
た
め
、
基
本
的
に
母
子
は
物
理

的
に
３
時
間
以
上
離
れ
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
在
宅
や
仕
事
場
近
く
ま
で

赤
ち
ゃ
ん
と
同
行
す
る
な
ど
し
て
、
母
子

が
な
る
べ
く
分
離
し
な
い
形
で
仕
事
を
行

う
の
が
お
す
す
め
で
す
。

　

�　

育
児
休
業
給
付
金
は
、
育
休
開
始
か
ら

半
年
間
は
休
業
前
の
賃
金
の
67
％
支
給

さ
れ
ま
す
。
休
業
中
の
賃
金
と
給
付
金
を

あ
わ
せ
て
80
％
を
超
え
る
と
給
付
金
が

減
額
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
時
期
は
、
労
働

者
と
し
て
は
休
業
前
の
賃
金
の
13
％
に

収
ま
る
範
囲
で
就
労
を
希
望
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
就
労
時
間
は
自
ず

と
限
定
的
に
な
り
ま
す
。

　
�　

仕
事
中
は
、
誰
か
に
赤
ち
ゃ
ん
を
看
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
時
期

は
ま
だ
人
見
知
り
が
始
ま
っ
て
い
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
穏
や
か
で
す
。
ま
た
、
在

宅
勤
務
は
、
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
相
性
は

よ
く
、
内
閣
府
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
割
引
券

を
活
用
す
れ
ば
か
な
り
の
費
用
が
補
填
さ

れ
ま
す
の
で
お
す
す
め
で
す

③
１
歳
に
な
る
ま
で

　

�　

離
乳
食
が
進
む
に
つ
れ
て
授
乳
間
隔
も

空
く
の
で
、
徐
々
に
育
休
中
の
臨
時
的
・

一
時
的
就
労
の
時
間
数
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
育
児
休
業
給
付
金
と
の
関
係

で
も
、
生
後
７
か
月
頃
に
は
50
％
に
な
る

の
で
、
休
業
前
の
賃
金
の
30
％
に
収
ま
る
範

囲
で
就
労
す
る
余
地
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

�　

保
育
園
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
時
短
勤

務
で
の
育
休
か
ら
の
復
帰
も
視
野
に
入
っ

て
き
ま
す
。
認
可
保
育
園
は
就
労
時
間
が

月
60
時
間
以
上
あ
れ
ば
申
し
込
み
で
き

る
た
め
、
時
短
で
も
途
中
入
園
で
き
る
場

合
は
ラ
ッ
キ
ー
で
す
。

　

�　

ま
た
、
企
業
主
導
型
保
育
園
は
認
可
外

で
す
が
、早
め
に
入
所
を
確
定
で
き
る
点
、

短
時
間
で
も
利
用
で
き
る
点
で
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
お
世
話
に
な
り
た
い
良
質

な
企
業
主
導
型
保
育
園
が
あ
れ
ば
、
企
業

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
を
職
場
に
提
案

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
３
歳
に
な
る
ま
で

　

�　

１
歳
に
な
る
と
原
則
と
し
て
育
休
は
終

了
し
ま
す
。
も
っ
と
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
の

勤
務
時
間
と
い
う
の
は
、
独
身
者
か
、
専

業
主
婦
（
夫
）
を
配
偶
者
と
す
る
者
の
い

ず
れ
か
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
目
の
離
せ
な
い
時
期
の
育
児

と
仕
事
と
の
両
立
は
ハ
ー
ド
な
兼
業
状
態

と
い
っ
て
よ
く
、
核
家
族
の
共
働
き
の
場

合
は
、
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
が
時
短
勤
務
や
時

差
勤
務
を
組
み
合
わ
せ
て
よ
う
や
く
生
活

が
成
り
立
つ
と
い
っ
た
感
じ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
�　

夫
婦
ど
ち
ら
か
ま
た
は
双
方
が
仕
事
の

ギ
ア
を
下
げ
、
育
児
時
短
制
度
を
利
用
し

て
、
無
理
せ
ず
に
安
定
し
た
生
活
を
継
続

し
て
い
く
の
が
基
本
的
に
は
い
い
の
だ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

▽
段
階
的
復
帰
の
普
及
の
た
め
に

　

以
上
は
、
職
場
復
帰
の
際
の
母
子
の
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
、
現
行
制
度
で
可
能
な
範

囲
の
提
案
で
す
が
、
段
階
的
復
帰
を
普
及
さ

せ
る
に
は
次
の
３
つ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

１
つ
め
は
、
希
望
の
保
育
園
に
入
る
た
め

に
長
時
間
の
勤
務
を
要
す
る
と
い
う
状
況
を

少
し
で
も
解
消
す
る
こ
と
で
す
。
保
育
施
設

の
選
択
肢
は
増
え
つ
つ
あ
る
と
は
思
い
ま
す
。

　

２
つ
め
は
、
通
常
の
育
休
制
度
で
は
、
臨

時
的
・
一
時
的
な
就
労
し
か
認
め
ら
れ
て
い

な
い
点
を
少
し
で
も
緩
和
す
る
こ
と
で
す
。

今
回
の
産
後
パ
パ
育
休
で
育
休
中
の
就
労
に

つ
い
て
新
た
な
ル
ー
ル
が
で
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
運
用
を
踏
ま
え
て
通
常
の
育
休
中
の
就

労
も
緩
和
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

３
つ
め
は
、
育
児
時
短
勤
務
に
よ
る
賃
金

減
額
分
を
補
填
す
る
制
度
を
作
る
こ
と
で

す
。
以
前
、
育
休
３
年
制
が
議
論
さ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
条
件
付
き
で
も
時
短
勤

務
を
経
済
的
に
支
え
る
制
度
が
あ
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す

▽
ご
質
問
・
ア
イ
デ
ア
募
集

　

こ
の
原
稿
を
御
覧
に
な
っ
て
の
ご
質
問
や

ア
イ
デ
ア
、
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

事
務
局
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
と
嬉
し

い
で
す
。

※
１　

�

詳
し
く
は
、
厚
労
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
育
児

休
業
中
の
就
労
に
つ
い
て
」
を
御
覧
く
だ
さ
い
。�

https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/stf/new

page_�
15420.htm

l
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「
あ
ん
た
、
大
学
院
へ
行
っ
て
勉
強
す
る

気
な
い
か
」

　

当
時
の
常
務
理
事
の
笹
尾
達
朗
さ
ん
と
何

度
目
か
に
お
会
い
し
た
時
の
こ
と
で
す
。
場

所
は
イ
ノ
ダ
コ
ー
ヒ
ー
京
都
駅
地
下
街
の
ポ

ル
タ
店
で
し
た
。

　

そ
の
頃
の
私
は
抱
え
て
い
た
問
題
を
解
決

す
る
た
め
に
思
い
つ
く
ま
ま
行
動
し
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
京
都
府
職
員

で
旧
知
の
東
明
子
さ
ん
か
ら
笹
尾
さ
ん
に
一

度
相
談
し
て
み
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
を
知
る
最

初
の
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

私
は
自
分
の
考
え
方
や
訴
え
た
い
こ
と
が

客
観
的
・
専
門
的
な
立
場
か
ら
は
ど
う
映
る

の
か
を
知
り
た
く
て
、
関
連
書
籍
や
資
料
を

ワ
ッ
シ
ワ
ッ
シ
と
両
脇
に
抱
え
て
笹
尾
さ
ん

に
会
い
に
行
き
ま
し
た
。
笹
尾
さ
ん
は
私
が

そ
れ
ま
で
出
会
っ
た
誰
よ
り
も
真
剣
に
耳
を

傾
け
て
話
し
を
聴
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

意
見
を
交
わ
す
中
で
、
冒
頭
の
ご
発
言
が
あ

り
、
龍
谷
大
学
大
学
院
へ
推
薦
い
た
だ
け
る

方
向
に
な
り
ま
し
た
。

　

龍
谷
大
学
大
学
院
は
協
働
型
社
会
を
担
う

地
域
公
共
人
材
育
成
の
た
め
社
会
人
に
門
戸

を
拓
い
て
い
ま
し
た
。
あ
っ
た
か
は
協
定
先

と
し
て
多
く
の
修
了
生
を
輩
出
し
て
い
る
実

績
が
あ
り
ま
す
。
あ
っ
た
か
の
修
了
生
の
多

く
は
社
労
士
の
資
格
保
持
者
で
す
。
難
関
資

格
を
取
得
し
て
仕
事
を
し
て
い
て
も
な
お
研

究
に
励
む
と
い
う
先
輩
方
の
熱
心
さ
に
勇
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

入
学
準
備
の
秋
頃
に
は
、
笹
尾
さ
ん
は
既

に
病
床
に
あ
り
ま
し
た
。
大
学
の
説
明
会
へ

は
山
本
理
事
長
、
臼
田
副
理
事
長
、
半
田
副

理
事
長
が
赴
い
て
く
だ
さ
り
、
澤
井
顧
問
に

は
推
薦
状
の
労
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
研
究
計
画
書
は
田
村
浩
さ
ん
が
笹

尾
さ
ん
の
事
前
チ
ェ
ッ
ク
を
引
き
受
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

入
学
で
き
た
年
は
コ
ロ
ナ
禍
も
２
年
目
に

突
入
し
て
い
ま
し
た
。
い
ず
れ
感
染
も
収
束

に
向
か
い
従
来
通
り
の
学
生
生
活
を
過
ご
せ

る
だ
ろ
う
と
い
う
私
の
見
通
し
は
甘
く
、
幾

度
と
な
く
押
し
寄
せ
る
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

波
に
翻
弄
さ
れ
る
1
年
と
な
り
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
が
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
授
業
で
し
た
が
、
あ
っ

た
か
の
先
輩
の
山
﨑
由
紀
さ
ん
、
西
野
智
子

さ
ん
と
は
同
じ
授
業
を
受
講
し
、
先
輩
か
つ

社
労
士
の
お
立
場
か
ら
多
く
の
貴
重
な
ご
教

示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
究
に
煮
詰
ま
る

と
林
誠
子
さ
ん
に
（
ご
迷
惑
と
思
い
つ
つ
）

長
電
話
を
し
て
、
研
究
の
進
捗
や
考
え
の
整

理
、
果
て
に
は
た
わ
い
な
い
お
喋
り
に
ま
で

お
付
き
合
い
い
た
だ
き
、
お
か
げ
で
気
持
ち

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
入
学
し
た
社
会
人
コ
ー
ス
は
原
則
１

年
制
で
、
単
位
習
得
と
修
士
論
文
の
完
成
が

修
了
要
件
で
し
た
。
多
く
の
先
輩
方
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
年
末
年
始
は
机
の
周
辺

に
積
み
上
げ
た
関
連
書
籍
と
資
料
の
真
ん
中

で
パ
ソ
コ
ン
を
睨
ん
で
過
ご
す
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
昔
、
20
歳
代
の
後
半
に
龍
谷

大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
社
会
人
コ
ー
ス

を
修
了
し
て
い
ま
す
が
、
経
営
学
と
法
学
と

で
は
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
論
文
の
作
成

方
法
な
ど
が
全
く
異
な
る
う
え
、
時
代
も
驚

く
ほ
ど
変
化
し
て
い
ま
す
。
30
年
以
上
も
会

社
員
と
し
て
就
業
し
無
意
識
の
う
ち
に
既
成

概
念
・
固
定
観
念
に
縛
ら
れ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
ア
ン
ラ
ー
ン
（Unlearn�:�

学
び
ほ

ぐ
し
、
今
ま
で
の
常
識
を
疑
う
、
当
た
り
前

二
度
目
の
社
会
人
大
学
院
生

　
　
短
距
離
全
力
疾
走
を
終
え
て

龍
谷
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
特
別
専
攻
生
　
　

　
由
　
里
　
悦
　
子

を
打
破
、
古
い
価
値
観
を
手
放
す
、
な
ど
の

意
）
と
リ
ラ
ー
ン
（Relearn�:�

学
び
直
し
、

新
し
い
知
識
を
学
ぶ
、
な
ど
の
意
）、
つ
ま

り
企
業
活
動
で
い
う
と
こ
ろ
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

ア
ン
ド
ビ
ル
ド
に
近
い
よ
う
な
頭
の
整
理
が

必
要
で
し
た
。

　

１
月
中
旬
に
論
文
提
出
期
限
を
迎
え
、
2

月
初
旬
に
は
修
士
論
文
の
審
査
も
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

と
な
り
ま
し
た
が
無
事
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
修
了
式
で
は
法
学
研
究
科
の
総
代
と
し

て
壇
上
で
学
長
よ
り
直
々
に
学
位
記
を
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
親
和
会
か
ら
も
大
学
院

優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
代
に
選
ば
れ
た
通
知
を
受
領
し
た
と
き

は
驚
き
ま
し
た
が
、
選
出
さ
れ
た
こ
と
以
上

に
、
学
業
成
績
で
も
っ
て
公
平
公
正
に
評
価

す
る
大
学
の
姿
勢
に
と
て
も
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
フ
ェ
ア
な
価
値
観
を
有
し
実
践
す
る

素
晴
ら
し
い
大
学
を
修
了
で
き
た
こ
と
を
誇

ら
し
く
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
各
方
面
か
ら
の
あ
っ
た
か
な
サ

ポ
ー
ト
、
ご
助
力
の
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て

所
期
の
研
究
目
的
を
達
成
し
充
実
し
た
大
学

院
生
活
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
研
鑽
に
励
ん
で
み
な
さ
ま

か
ら
受
け
た
ご
恩
返
し
、
そ
し
て
次
世
代
へ
の

恩
送
り
が
で
き
る
よ
う
に
意
義
の
あ
る
活
動

を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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数
年
前
ま
で
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
か
ら

第
一
次
世
界
大
戦
前
ま
で
の
19
世
紀
欧

州
の
歴
史
書
を
読
ん
で
、
疲
れ
た
の
も
あ

り
、
そ
の
後
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル

の
『
１
９
８
４
』、
オ
ル
ダ
ス
・
ハ
ク
ス
リ
ー

の�

『
す
ば
ら
し
い
新
世
界
（Brave�New

�
W
orld

）』
と
言
う
古
典
Ｓ
Ｆ
を
読
ん
で
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
か
読
み
物
を
探
し
て

い
た
ら
、
朝
日
新
聞
の
書
評
で
、
こ
の
本
が

紹
介
さ
れ
て
興
味
を
持
っ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
本
当
を
言
う
と
、
こ
の
年
に
な
る
ま
で

マ
ル
ク
ス
の
著
作
を
一
度
も
読
ん
だ
こ
と
が

な
か
っ
た
の
で
（
紹
介
、
詳
説
、
概
要
と
か

は
あ
り
ま
す
が
）、
薄
い
の
か
ら
始
め
よ
う
と

思
っ
て
読
ん
だ
本
で
す
。
訳
も
新
し
く
て
比

較
的
読
み
や
す
か
っ
た
で
す
。

　

物
語
は
、
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
の
退
位

か
ら
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
甥
が
ク
ー
デ
タ
ー
を

起
こ
す
ま
で
の
３
年
間
を
辿
り
な
が
ら
進
ん

で
い
き
ま
す
。
最
後
の
ク
ー
デ
タ
ー
直
前
の

変
化
も
含
め
て
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
独
特
の

視
点
で
の
分
析
は
面
白
か
っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
そ
れ
が
現
代
に
も
当
て
は
ま

る
と
こ
ろ
が
マ
ル
ク
ス
の
偉
大
さ
、

或
い
は
、
歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。『
ヘ
ー

ゲ
ル
は
ど
こ
か
で
、
す
べ
て
の
歴

史
的
な
大
事
件
や
大
人
物
は
い
わ

ば
二
度
あ
ら
わ
れ
る
、
と
言
っ
て

い
る
。
だ
が
、
こ
う
つ
け
加
え
る

の
を
忘
れ
た
。
一
度
は
悲
劇
と
し

て
、も
う
一
度
は
茶
番
（
フ
ァ
ル
ス
）

と
し
て
、
と
。（
原
文
マ
マ
）』
と
言
う
書
き

出
し
で
始
ま
る
こ
の
文
言
が
痛
い
と
こ
ろ
を

突
い
て
き
ま
す
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
よ
う
な
、
ス

タ
ー
リ
ン
の
よ
う
な
、
毛
沢
東
の
よ
う
な
茶

番
と
も
読
み
替
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

19
世
紀
、
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ク
ー
デ

タ
ー
直
前
の
状
態
を
書
い
た
マ
ル
ク
ス
の
文

章
が
、
今
の
現
状
を
描
い
て
い
る
の
は
皮
肉

な
も
の
で
す
。
そ
の
一
例
が
次
の
文
章
で
す
。

『
こ
う
や
っ
て
議
会
は
国
民
か
ら
受
け
て
い
る

委
任
を
ま
た
し
て
も
破
っ
た
。
自
分
た
ち
が

民
衆
か
ら
自
由
に
選
ば
れ
た
代
表
で
な
く
、

権
力
を
簒
奪
し
た
階
級
の
議
会
に
変
身
し
て

い
る
こ
と
を
、
議
会
が
ま
た
し
て
も
確
証
し

た
。
頭
で
あ
る
議
会
と
胴
体
で
あ
る
国
民
を

結
び
つ
け
て
い
る
筋
肉
を
、
議
会
が
自
分
た

ち
の
手
で
ま
っ
ぷ
た
つ
に
切
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
を
、
議
会
は
ま
た
し
て
も
告
白
し
た
の

だ
。（
原
文
マ
マ
）』
現
在
の
国
家
で
こ
ん
な

状
況
が
見
え
隠
れ
し
て
ま
せ
ん
か
？
国
民
感

覚
と
乖
離
し
た
議
会
、
何
処
か
で
聞
い
て
ま

せ
ん
か
？

　

訳
者
の
あ
と
が
き
に
も
興
味
深
い
文
章
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し
ま
す
。『
観
光
客

は
歓
迎
す
る
け
れ
ど
、
移
民
（
難
民
）
は
歓

迎
し
な
い
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
が
黄
昏
を
迎
え

て
い
る
。
以
前
は
、
民
主
的
な
社
会
に
な
れ

ば
、
幸
福
な
社
会
に
な
る
と
思
わ
れ
て
い
た
。

で
も
今
は
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
と
い
う
お
化
け

が
、
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
。
少
数
者
の
意
思

私
の
読
書
館

図
書
紹
介
と
私
の
所
感

（
あ
っ
た
か
サ
ポ
ー
ト
理
事
）
椹　

木　

庸　

弘

『
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ

『
ル
イ
・
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
ブ
リ
ュ

メ
ー
ル

メ
ー
ル
1818
日
』
日
』

（
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
著
／

（
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
著
／

丘
沢
静
也
訳
『
講
談
社
学
術
文
庫
）

丘
沢
静
也
訳
『
講
談
社
学
術
文
庫
）

を
尊
重
す
る
は
ず
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
、
寛

容
の
精
神
を
捨
て
て
牙
を
む
き
、排
除
の
ツ
ー

ル
と
な
っ
て
い
る
。
多
数
決
は
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
で
し
か
な
い
の
に
、

そ
れ
を
切
り
札
に
使
う
乱
暴
な
政
治
が
人
気

だ
。
国
民
投
票
に
か
ぎ
ら
ず
投
票
は
、
人
気

投
票
で
あ
り
、
か
な
ら
ず
し
も
賢
明
な
選
択

を
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。』
訳
者
も
指
摘
し

て
い
る
様
に
欧
州
が
必
ず
し
も
寛
容
で
あ
る

か
と
言
え
ば
、
否
で
す
。
と
は
言
え
、
日
本

の
現
状
が
悪
く
な
い
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん

が
、
あ
こ
が
れ
を
持
ち
す
ぎ
と
は
思
い
ま
す
。

他
山
の
石
と
す
る
一
方
で
、
地
域
毎
の
特
性

も
鑑
み
て
動
か
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
と

思
い
ま
す
。
二
元
論
に
は
危
機
感
を
感
じ
ま

す
が
。

　

こ
の
書
で
描
か
れ
た
第
二
共
和
制
の
前
の

第
一
共
和
制
で
は
農
民
虐
殺
も
あ
り
ま
し
た
。

私
も
大
学
生
の
時
に
知
り
ま
し
た
が
、
革
命

の
闇
は
大
き
い
で
す
。
教
科
書
で
は
、
ジ
ャ

コ
バ
ン
派
独
裁
時
の
ギ
ロ
チ
ン
、
暗
殺
と
か

は
書
か
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
細

か
い
と
こ
ろ
は
紙
面
の
問
題
も
あ
り
、
飛
ば

し
が
ち
で
す
。
難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す

が
、
背
景
を
分
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
本
質

が
見
え
な
い
の
も
事
実
で
す
。
表
層
的
な
動

き
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
な
い
為
に
も
、
こ
う

言
っ
た
古
典
に
触
れ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
の

重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。
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認定特定非営利活動法人　あったかサポート事務局 半
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田
だ

敏
としてる

照
（当法人・副理事長兼事務局長）

■ご相談とお問合せ

TEL�075-632-8962　FAX�075-632-8963

●お問合せ時間　月・水・金／10：00～16：00
●ご相談　土・日・祝日に関わらず、別途設定します。

HP http://www.attaka-support.org/
E-mail attaka-support@r6.dion.ne.jp

年会費納入と寄付金のお願い
私たちは、労働と社会保障の課題解決を軸に、共生の思想のもと、共助の視点に立って「あったか社会」の創造を目指します。
当法人の活動にご理解を賜り、本年度も引き続き年会費納入と寄付金をお願いいたします。会員の種類と会費は以下の通りです。

　①　正会員は、　 年間１口  5, 000 円です。個人会員で総会の議決権を有します。
　②　賛助会員は、年間１口  3, 000 円です。個人及び団体会員で議決権はありません。
　③　協力会員は、年間１口 10, 000 円です。専門的立場から協力する個人及び団体会員で議決権はありません。

＊なお、寄付金については金額の定めはありません。
＊当法人への寄付金、賛助会員会費、協力会員会費は寄付金控除に利用できます。

郵便振替口座　００９００－２－２６４２４４　振込先→認定特定非営利活動法人 あったかサポート

★�

参
議
院
選
挙
は
自
民
党
の
大
勝
と
自
民
党
、
公
明
党
、
日
本

維
新
の
会
、
国
民
民
主
党
の
改
憲
勢
力
が
３
分
の
２
を
越
え

る
結
果
を
残
し
て
幕
を
閉
じ
た
。
特
に
、
改
憲
勢
力
が
３
分

の
２
を
越
え
た
こ
と
は
各
党
の
改
憲
の
中
身
に
違
い
は
あ
る

に
し
て
も
、
今
後
の
改
憲
論
議
に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

歴
史
の
中
で
は
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

★�

そ
れ
に
し
て
も
、
総
理
の
時
代
に
、
森
友
学
園
、
加
計
学
園
、

桜
を
見
る
会
で
嘘
の
答
弁
を
繰
り
返
し
、
そ
の
う
え
、
野
党

議
員
の
質
問
に
は
ヤ
ジ
を
飛
ば
す
と
い
う
、
お
よ
そ
議
会
制

民
主
主
義
を
蔑
ろ
に
す
る
よ
う
な
行
動
を
取
っ
て
き
た
安
倍

元
総
理
が
、
民
主
主
義
を
否
定
す
る
暴
力
に
倒
れ
る
と
は
な

ん
と
も
皮
肉
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

★�

そ
う
し
た
意
味
で
も
今
回
の
参
議
院
選
挙
は
歴
史
に
残
る
選

挙
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

★�

今
後
、
岸
田
政
権
が
続
く
と
な
る
と
、
こ
の
選
挙
で
岸
田
総

理
は
あ
ま
り
触
れ
な
か
っ
た
が
「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」

に
よ
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
は
ど
う
な
る
の
か
。
こ
ち
ら

の
方
も
当
初
の
政
策
か
ら
後
退
し
、怪
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

★�

そ
の
象
徴
的
な
政
策
が
「
令
和
版
所
得
倍
増
計
画
」
が
「
資

産
所
得
倍
増
計
画
」
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

★�

日
本
の
個
人
資
産
は
２
０
０
０
兆
円
あ
る
。
そ
の
半
分
以
上

が
預
金
・
現
金
で
保
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
貯
蓄
か
ら
投
資

へ
廻
し
て
資
産
を
増
や
す
と
い
う
の
が
、「
資
産
所
得
倍
増
計

画
」
で
あ
る
。

★�

こ
の
政
策
は
、
資
産
の
あ
る
者
は
、
ま
す
ま
す
富
み
、
な
い

者
は
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
り
、
格
差
が
広
が
る
こ
と
と
、
生

活
防
衛
で
懸
命
に
な
っ
て
貯
蓄
し
て
い
る
預
金
・
現
金
を
ハ

イ
リ
ス
ク
の
投
資
に
誘
導
す
る
と
い
う
と
ん
で
も
な
い
代
物

で
あ
る
。 集

編

後

記
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★�

岸
田
政
権
は
衆
院
を
解
散
し
な
い
限
り
３
年
続
く
が
、
マ
ス
コ
ミ
は
「
黄

金
の
３
年
」
と
表
現
を
し
て
い
る
が
、
政
権
に
と
っ
て
は
「
黄
金
」
か
も

し
れ
な
い
が
、
国
民
に
と
っ
て
は
、「
生
活
苦
」
の
３
年
で
あ
る
。

★�

伊
山
弁
護
士
の
講
演
の
要
約
を
少
し
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
貴
重
な
提
案

を
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
読
を
！

�
�（

半
田 

敏
照
）


